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平成 18年度 
石西礁湖地区自然再生技術手法検討調査業務 

＜いであ株式会社＞ 
 

Ⅰ. 重要海域詳細調査結果 
 
1. 目的 
  保存区・再生区・実証区（着床具設置地点 2ヶ所）の計 13地点について、平成 16年
度及び 17年度に設定した永久コドラートにおける群集及び識別群体の追跡調査を行うこ
とにより、環境の経年的変化を把握し、保存・再生阻害要因の究明を図ることを目的と

した。 
 
2. 方法 
（1）場所 
  調査地点を図Ⅰ.1に示す。 

図Ⅰ.1 重要海域詳細調査地点位置図 
（2）調査項目  
ア．サンゴ群集 
  被度、群体数、稚サンゴ数、卓状サンゴ群体長径 
イ．サンゴ群体 
 群体測定、分布図作成・写真撮影 
ウ．魚類群集 
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 種別個体数  
エ．生息環境 
 堆積物、水温 
 
（3）調査方法 
ア．サンゴ群集 
  -a.被度、群体数、稚サンゴ数 
各地点の永久コドラート調査線の両側において1ｍ×1ｍのコドラートを15回連
続的におき、計 30㎡の被度調査を行った。 

    ・調査項目（各コドラート） 

①水深、底質類型 
②生サンゴ被度、死サンゴ被度 
③サンゴ種別被度 
④稚サンゴ属別出現数（長径 5cm未満の群体） 
⑤サンゴ種別群体数（長径 5cm以上の群体） 
⑥植被、優占種被度 
⑦サンゴ以外の主な表在底生生物の分布 
⑧白化現象、サンゴ捕食者等の分布 

-b.卓状サンゴ群体長径 
  卓状サンゴ群集については卓状サンゴ群体の長径を測定する。 
 
イ．サンゴ群体 

-a.群体測定 
  平成 16 年度にマーキングされた卓状サンゴ群集及びアナサンゴ群集各地点（計

4地点）の代表種 1種、各コドラート 2群体（対象サンゴは海底にマーキング）に
ついて、長径を測定する。 

-ｂ.分布図作成・写真撮影 
  コドラート内を四分割し、サンゴの分布状況をスケッチし、分布図を作成すると

ともに、写真を撮影する。 
 
ウ．魚類群集 
秋、春の 2季、各地点において 30分間の潜水を行い、観察した魚類の種別個体
数階級を記録するとともに、景観写真を撮影する。 
エ. 生息環境 
 -a.堆積物 
  広域モニタリング調査の SPSS測定値を活用する。 
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-b.水温 
     各地点に 1 個自記水温計を設置し、毎正時測定を行う。データは 3 ヶ月に 1 回

程度、回収を行う。 
 
3. 結果 
（1） サンゴ群集 
 図Ⅰ.2に各地点のサンゴ被度経年変化を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ.2 各地点サンゴ被度経年変化 
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 サンゴ被度は 2006年、多くの地点で低下した。再生区 3では 2002年の白化による死滅
以後、回復がみられないままである。  
図Ⅰ.3に各地点出現サンゴ種数の経年変化を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ.3 各地点サンゴ出現種数経年変化 
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 種数については、一定の傾向は示されていない。 
 
 図Ⅰ.4に各地点のサンゴ多様度指数経年変化を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 各地点サンゴ多様度指数経年変化 
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 多様度指数についてはほぼ増加の傾向が見られた。 
 
（2）魚類 
  秋季調査を 2006年 11月 7日～10日、各地点で行った。出現種数を図Ⅰ.5に示す。 
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図Ⅰ.5 各地点魚類出現種数 

 
 2005年夏季、冬季に実施した調査結果を図Ⅰ.6に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ.6 2005年夏季（左）、冬季（右）の魚類出現種数 
 
 秋季の出現種数は夏季に近いが、やや減少を示した。 
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Ⅱ. 人工基盤移植試験 
 
1. 目的 
  サンゴ着床具の移植は岩礁基質を対象に実施されるが、サンゴ礁には砂礫帯が多いた

め、移植適地拡大のためには岩礁基質に代わる人工基盤を設置し、移植する手法につい

ても検討する必要がある。そこで、着床具基盤として使用実績のある擬似岩盤[マリンブ
ロック]上に 2006年 2月に種苗移植を行い、モニタリングを行った。 
 

2. 方法 

（1）材料 

  鉄鋼を製造する際にできる石灰を多く含んだ物質「鉄鋼スラグ」を細かく砕き、型枠

に充填し、炭酸ガスを吹き込んで吸収・固化させた「マリンブロック」（1ｍ×1ｍ×0.5

ｍ高、JFE スチール社製、図Ⅱ.1）をサンゴ移植の人工基盤として使用し、上面にドリル

で 10.5 ㎜径の孔をドリルで 48 個穿孔し、着床具移植に用いた。 

 

 
図Ⅱ.1 マリンブロック 

 

（2）場所 

  人工基盤は 4 基が竹富島南方の砂礫底、水深 5ｍ付近（24°18.704、124°06.230）に

2006 年 1 月 27 日設置されている（図Ⅱ.2）。 
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図Ⅱ.2 人工基盤設置位置 

 

3. 結果 
  2006 年 2 月に移植された 175 個の種苗（図Ⅱ.3～Ⅱ.4）について 2007 年 2 月のモニタ

リング結果、全種苗の生残率は 23％であった。 

 

  

図Ⅱ.3 人工基盤全景         図Ⅱ.4 人工基盤上の移植サンゴ 
 

移植種苗の種類別生残率を図Ⅱ.5 に種類別平均長径を図Ⅱ.6 に示す。生残率はアナサン

ゴモドキ属、ハナヤサイサンゴ科、ミドリイシ属の順に高く、ミドリイシ属は顕著に低か

った。平均長径はハナヤサイサンゴ科が最も大きく約 5 ㎝、次いでアナサンゴモドキ属、

ミドリイシ属の順で、ミドリイシ属は顕著に小さかった。マリンブロックによっては海藻

の繁茂が著しく、サンゴの成長を阻害した恐れがある。 
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図Ⅱ.5 移植種苗の種類別生残率 
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図Ⅱ.6 移植種苗の種類別平均長径 
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表Ⅲ.1 分科会のテーマ 
No テーマ 
1 サンゴ礁管理としての回復力構築 
2 災害対策とサンゴ礁再生 
3 執行能力強化と調査 
4 漁業と養殖 
5 公害と災害対策 
6 情報・知見管理 
7 モデルと判断材料 
8 サンゴ礁保全及び持続的利用に関する統合的参加的戦略 
9 情報伝達・教育・啓発 

10 海洋天然資源の経済的評価 
11 持続的観光と海洋生態系管理 
12 パートナーシップと戦略的協力 
13 持続的資金手当て 

 
小職らは「災害対策とサンゴ礁再生」分科会に参加し、「着床具を用いたサンゴ礁再生」

と題し、石西礁湖における一連の調査、工事、モニタリングについて口頭及びポスター発

表を行った。 

  

写真Ⅲ.1 全体会議           写真Ⅲ.2 分科会の討議 
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写真Ⅲ.3 口頭発表           写真Ⅲ.4 ポスター発表 

 
本分科会は米海洋大気庁海洋保護区部局のビリー・コージ氏とラムサール・センターの

マルガリータ・アストウララ－ガ氏が座長をつとめ、約 20 名が参加し、進められた。再生
に関しては、米フロリダ州南部における船舶座礁やハリケーンにより破壊されたサンゴ礁

の修復手法、インドにおける断片移植では生残率が 85-90％で推移している現状、フィジー
での断片移植では 9ヵ月後、サンゴ被度が 10-15％増加したこと、中南米におけるマングロ
ーブ移植では移植コストが 1本につき 0.12米ドルで、10年後の生残率 50％を目指してい
ることなどが報告された。また、カリブ海やメキシコ湾周辺では地球温暖化に起因すると

思われる大型ハリケーンによるマングローブやサンゴ礁の破壊が深刻な被害をもたらして

いることが報告された。わが国においても近年、台風被害が懸念されるようになってきて

おり、今後大型台風によるサンゴ礁の破壊が起こる可能性もある。琉球列島では島を取り

巻く裾礁が天然の防波堤となっている例が多くあり、サンゴ礁の破壊は島民の生活に重大

な影響を及ぼす。サンゴ礁が破壊された場合、どのような体制、どのような技法で修復を

行うか検討する必要があろう。 
小職の発表に対しては、移植コストや生残率に関する質問などがあった。一般に移植コ

ストに対する関心が高かった。これに対し、途上国の再生については国際的に資金の手当

てを確保する努力が重要である意見が出された。なお、サンゴ礁再生については、無原則

な人工構造物投入についての懸念が示されており、それらと着床具の違いについて今後十

分な説明を行う必要がある。 
最終日には全体会議において、各分科会の報告がとりまとめられ、ITMEMS 3 として
の決議が行われた。この決議は、ITMEMS 3に引き続いて開催される ICRI総会に送られ
た。 
会議が開催されたコズメルはカリブ海北端の北緯 20度付近にあり、キューバとの海峡を
通り抜けたカリブ海流がメキシコ湾に入り、フロリダ半島南部から大西洋に出る世界的な

大海流、メキシコ湾流となる。熱帯の島の周囲にはサンゴ礁が分布し、付近はメキシコ有

数の海洋リゾートで、大型客船の来航も多い。 
会議冒頭開会式における地元カンタナルー州カント知事の「サンゴ礁と持続的開発」と



 13

題する記念講演の中で、メキシコはサンゴ礁における観光で年間 2 億ドルの収入をあげて
おり、サンゴ礁は重要な観光資源であるが、近年の環境悪化によりサンゴ礁の価値が金額

にして 385 億ドル損失したという。これはメキシコの GDP の 10.2％にあたり、被害は深
刻であり、環境保全の重要性を訴えた。そのためメキシコは 27ヶ所 460万 haに及ぶ海洋
保護区を設定し、海洋環境の保全に努めている。コズメル周辺にも海中公園があり、多く

のダイビングやスノーケリングのツアー・ボートが運航され、観光客でにぎわっている。

ツアー参加者は公園利用料として 1 人 2 米ドルを船上で徴収され、それを証明するバンド
を手首に巻いて、海へ潜る。利用料は国立自然保護区委員会に納められ、保護区の保全に

使用される。海水は澄み切っており、海底にはカリブ海特有のヤギ類が繁茂し、多くの魚

類が群泳する海中景観が見られた。 
 

  

写真Ⅲ.5 ツアーボート         写真Ⅲ.6 サンゴ礁海底 
 

  

写真Ⅲ.7 群泳する魚類        写真Ⅲ.8 公園利用証 


